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　「保険で良い歯科医療を」全国連絡会は、歯科医

療費の総枠拡大、保険適用範囲の拡充と、患者負担

の軽減を求め、保険でより良い歯科医療の実現を求

める請願署名の取り組みをスタートする。署名用紙

は今号に同封している。協会は会員の先生の積極的

な協力を呼びかけている。

る
た
め
の
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
が
急
務
だ
。
同
時
に

患
者
の
窓
口
負
担
の
軽
減
も

あ
わ
せ
て
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

低
す
ぎ
る

低
す
ぎ
る

歯
科
医
療
費

歯
科
医
療
費

　

２
０
０
１
年
か
ら
20
年
以

上
、
２
・
６
兆
円
か
ら
３
兆

円
程
度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
低

す
ぎ
る
歯
科
医
療
費
が
、
歯

科
医
院
の
経
営
を
圧
迫
し
歯

科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
の
な
り
手
を
奪
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
患
者
に
と

っ
て
歯
科
医
療
提
供
体
制
を

危
う
く
さ
せ
る
問
題
だ
。

受
診
に
影
響

受
診
に
影
響

　

建
築
関
係
の
労
働
組
合
が

取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
時
間
と
お
金
が
あ
れ
ば
歯

科
に
か
か
り
た
い
」
と
の
声

が
上
が
る
ほ
ど
、
窓
口
負
担

の
問
題
は
受
診
行
動
に
影
響

を
与
え
て
い
る
。

歯
科
従
事
者
と

歯
科
従
事
者
と

国
民
が
と
も
に

国
民
が
と
も
に

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
」
署
名
は
、
歯
科
医
療
費

の
総
枠
拡
大
と
同
時
に
患
者

負
担
の
軽
減
に
寄
与
す
る
請

願
内
容
で
、
歯
科
医
療
従
事

者
、
国
民
・
患
者
が
と
も
に

取
り
組
め
る
も
の
だ
。
ぜ
ひ

先
生
方
に
は
ご
家
族
・
ス
タ

ッ
フ
、
そ
し
て
待
合
室
で
患

者
・
取
引
の
あ
る
業
者
な
ど

に
も
広
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

11
月
２
日
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会

は
、
東
京
都
内
で
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
」
署
名
推
進

の
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
を
開

催
。
協
会
か
ら
戸
井
逸
美
副

理
事
長
と
事
務
局
が
参
加
し

た
。
集
会
に
先
立
っ
て
同
会

参
加
者
は
新
宿
駅
周
辺
で
街

頭
宣
伝
に
取
り
組
み
、
通
行

す
る
市
民
に
向
け
署
名
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ

ア
下
院
議
員
選

挙
で
、
キ
ク
ル

氏
率
い
る
極
右

政
党
の
自
由
党
が
第
一
党
に

な
っ
た
。
自
由
党
は
１
９
５

０
年
代
に
元
ナ
チ
ス
党
員
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
キ
ク

ル
党
首
は
隣
国
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
も
緊
密
に
連
携
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
。
以
前
の
Ｅ
Ｕ
諸

国
は
社
会
民
主
主
義
の
リ
ベ

ラ
ル
路
線
だ
っ
た
が
、
こ
の

と
こ
ろ
極
右
政
党
が
勢
力
を

増
し
て
き
て
い
る
。
イ
タ
リ

ア
の
メ
ロ
ー
ニ
首
相
率
い
る

「
イ
タ
リ
ア
の
同
胞
」、
ド
イ

ツ
で
難
民
排
斥
を
訴
え
る
極

右
政
党
「
Ａ
ｆ
Ｄ
」
、
フ
ラ

ン
ス「
国
民
連
合
」
、
オ
ラ
ン

ダ
「
自
由
党
」
も
台
頭
し
て

き
て
い
る
。
戦
前
の
ナ
チ
ス

は
移
民
排
斥
を
訴
え
、
大
衆

迎
合
主
義
に
よ
っ
て
支
持
基

盤
を
拡
大
し
た
。
わ
か
り
や

す
い
身
近
な
敵
を
つ
く
る
事

で
分
断
を
煽
り
、
洗
脳
し
て

い
く
手
法
だ
。
他
人
事
で
は

無
く
今
回
の
衆
議
院
選
挙
に

お
い
て
も
排
外
主
義
や
陰
謀

論
を
主
張
す
る
政
党
も
見
受

け
ら
れ
た
。
分
断
を
煽
っ
て

壁
を
つ
く
る
よ
り
、
違
い
を

認
め
合
い
共
生
す
る
社
会
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し

て
緩
徐
に
社
会
を
成
熟
さ
せ

真
の
民
主
主
義
を
根
付
か
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�（
Ｎ
）

「保険で良い歯科」「保険で良い歯科」
総枠拡大めざし総枠拡大めざし
署名スタート　署名スタート　今

号
同
封

国民医療費に占める歯科医療費の割合 総
枠
拡
大
と

総
枠
拡
大
と

窓
口
軽
減

窓
口
軽
減

　

国
民
が
安
心
し
て
歯
科
医

院
を
受
診
で
き
る
よ
う
、
歯

科
医
院
の
経
営
、
ス
タ
ッ
フ

の
人
件
費
、
歯
科
技
工
を
守

今号同封
●�保険で良い歯科を求め
る署名・返信用封筒
●�DBOB（核兵器に投
融資するな）解説リー
フ（３面参照）

と
の
一
体
化
押
し
付
け
に
反

対
し
て
い
る
。
社
民
も
一
体

化
強
要
と
保
険
証
廃
止
に
反

対
だ
。

保
険
証
延
期
・
存
続

保
険
証
延
期
・
存
続

議
員
が
２
５
５
人

議
員
が
２
５
５
人

　

選
挙
に
臨
む
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
「（
健
康

保
険
証
の
廃
止
を
）
延
期
す

べ
き
、
ま
た
は
中
止
す
べ

き
」
と
回
答
し
た
候
補
者
が

２
５
５
人
当
選
し
て
い
る
。

　

国
会
の
構
成
が
大
き
く
変

わ
り
、
現
場
の
声
を
届
け
る

好
機
だ
。
協
会
は
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
ま
と
め
国
会
議
員
へ
の

要
請
や
懇
談
に
活
用
し
、
保

険
証
を
残
す
運
動
に
最
後
ま

で
取
り
組
む
。

の
選
挙
結
果
を
受
け
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
め
ぐ

る
保
団
連
の
医
療
機
関
調

査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
の
５
万
件
超
の
国
民
の
声

に
耳
を
傾
け
る
の
か
、
強
行

姿
勢
に
変
化
が
あ
る
の
か
期

待
し
た
い
。

立
憲
・
れ
い
わ
・

立
憲
・
れ
い
わ
・

共
産
・
社
民
は

共
産
・
社
民
は

保
険
証
存
続
変
わ
ら
ず

保
険
証
存
続
変
わ
ら
ず

　

立
憲
は
野
田
代
表
が
投
開

票
後
の
記
者
会
見
で
、「
紙

の
保
険
証
を
残
す
」
こ
と
を

改
め
て
発
表
。
れ
い
わ
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の

へ
の
懸
念
を
示
し
、
保
険
証

・
運
転
免
許
証
は
現
行
を
維

持
す
る
こ
と
を
表
明
。
共
産

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど

所
得
と
資
産
を
月
次
単
位
で

把
握
で
き
る
政
策
イ
ン
フ
ラ

を
整
え
る
」
、
ｍ
３
．
ｃ
ｏ

ｍ
編
集
部
の
公
約
調
査
で
も

「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」
と
の

積
極
的
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活

用
方
針
で
あ
る
こ
と
を
報
道

し
て
い
る
。
国
民
民
主
は
場

面
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
逆
に

言
え
ば
保
険
証
の
存
続
に
つ

い
て
揺
れ
て
い
る
な
ら
保
険

証
「
残
せ
」
の
世
論
が
大
き

い
こ
と
を
伝
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

自
民
党
は
強
行
姿
勢

自
民
党
は
強
行
姿
勢

を
変
え
る
か

を
変
え
る
か

　

自
民
党
は
、
総
裁
選
で
の

「
保
険
証
存
続
」
の
公
約
を

総
選
挙
で
は
翻
し
た
ト
ッ
プ

の
姿
勢
も
問
わ
れ
る
。
今
回

し
て
い
た
。

揺
れ
る
政
党
、

揺
れ
る
政
党
、

国
民
民
主

国
民
民
主

　

今
回
の
総
選
挙
に
先
立
っ

て
全
国
の
各
協
会
が
地
元
の

政
党
県
連
・
府
連
等
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る
。
大

阪
で
は
大
阪
医
科
協
会
の
機

関
紙
10
月
15
日
・
25
日
合
併

号
で
国
民
民
主
が
、
選
択
肢

に
な
か
っ
た
「
延
期
」
と
回

答
し
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
10
月
20
日
付

の
東
京
新
聞
で
は
国
民
民
主

が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
全
銀

行
口
座
の
ひ
も
付
け
な
ど
、

違
い
な
い
が
、
保
険
証
を
め

ぐ
る
こ
の
間
の
与
党
の
失
政

に
も
厳
し
い
審
判
が
あ
っ
た

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

各
党
の
公
約
を

各
党
の
公
約
を

改
め
て
見
る

改
め
て
見
る

　

保
険
証
廃
止
問
題
を
巡
っ

て
の
各
政
党
の
態
度
は
選
挙

中
も
示
さ
れ
て
い
る
。
協
会

の
機
関
紙
10
月
15
日
付
で
は

２
０
２
３
年
通
常
国
会
で
各

政
党
が
「
保
険
証
存
続
か
廃

止
か
」
の
採
決
に
ど
の
よ
う

な
態
度
を
と
っ
た
か
を
紹
介

し
た
。
改
め
て
示
す
と
、
自

民
・
公
明
・
維
新
・
国
民
が

保
険
証
「
廃
止
」
、
立
憲
・

共
産
・
社
民
・
れ
い
わ
が
保

険
証
「
存
続
」
の
意
思
を
示

保
険
証
廃
止
方
針
に

保
険
証
廃
止
方
針
に

審
判
審
判

　

先
月
末
に
実
施
さ
れ
た
衆

議
院
総
選
挙
で
は
与
党
自
公

が
大
敗
し
た
。
国
民
よ
り
利

権
の
方
を
向
い
て
き
た
自
民

党
の
裏
金
政
治
に
鉄
槌
が
下

さ
れ
た
証
で
あ
る
こ
と
は
間

　

政
府
が
新
た
な
保
険
証
の
発
行
を
廃
止
す
る
期
限
ま
で

あ
と
半
月
。
医
療
機
関
が
患
者
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
、

不
安
に
で
き
る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
吉
田
裕
志
副
理

事
長
が
窓
口
で
の
対
応
や
保
険
証
廃
止
方
針
を
め
ぐ
る
情

勢
を
踏
ま
え
て
連
載
で
解
説
す
る
。

副
理
事
長
　
吉
田
裕
志

保
険
証
残
し
て

公
約
守
ら
せ
よ
う

署
名
開
始
集
会

街
頭
宣
伝
を
実
施

「
時
間
と
お
金
が
あ
れ
ば
歯
科
に
か
か
り
た
い
」

４

保険で
よい歯科診療を
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